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今般の古紙配合率未達問題を契機に、多くの方から、製紙業界にお

ける古紙利用への取り組み、古紙利用の実態と問題点、古紙と環境と

の関係をどのように考えるべきか、等の多くの質問をいただきました。

そうした中から多くの人のご理解の一助になればと主な質問をQ&A方

式でまとめました。

勿論これで全ての事項を網羅しているわけではないので、必要に応

じQ&Aを追加したり、今回公表したQ&Aの方法だけではなくよりわかり

易い説明の仕方についても工夫を重ね、より多くの皆様の理解をいた

だくよう、努力してまいります。
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①日本製紙連合会では、資源の有効利用、ごみの減量化
の観点から、1990年に1994年度までに古紙利用率を
55%とする目標を設定し、その後三度にわたる改定を経
て、現在は2010年度に62%を達成すべく、古紙利用率
のアップに取り組んでおり、着実に成果を上げています。
また、古紙の利用は日本のみならず、中国を中心に他
国でも増加中で、今や古紙は国際商品となり、国際価格
も上昇しています。

②古紙利用努力の具体例をあげてみれば、例えば、新聞
用紙1トン作るのに10年ほど前には新聞古紙を中心に
古紙0.5トン程度を使っていましたが、今は、0.84トン程
度使っています（注：古紙処理過程で繊維等がダメージ
を受けて流失しますので古紙パルプ配合率とは異なりま
す）。
新聞用紙は、高速で動く輪転印刷機で印刷されるため
紙の強さが求められます。一方では、配達等のための
軽量化も求められます。
この双方のニーズに応えつつ、古紙の利用量を増加さ
せてきました。

Ｑ1．古紙利用のこれまでの取り組みと最近の動向
はどうなっていますか？
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Ｑ2．古紙配合率未達問題がありましたが、回収さ
れた古紙は本当に使われているのですか？

再生紙であるとか、配合率を強調していませんが、段ボールや白板紙、新聞用紙は、
図のように古紙を多く使っています。現在、製紙原料に占める古紙の割合は6割を超
えております。
今回、問題となったのは、紙の強さや印刷の鮮明度等が求められ、古紙の利用が

難しい印刷・情報用紙を中心とした紙の分野で表示が適切に行われていなかったこと
にあります。回収された古紙が無駄にされていたわけではないことをご理解いただき
たいと思います。
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Ｑ3．古紙の利用は今後どうなるのですか？

古紙の利用は、使える物は可能な限り再利用す

るというリサイクル社会を構築する観点からも、ま

たゴミの減量化の観点からも、推進していかなけれ

ばなりません。

しかしながら、古紙から作る古紙パルプは、一度

紙となったことによるパルプ繊維の劣化や、完全に

印刷インキを除去することができないといった問題

から、木材から作るバージンパルプと同じ品質にす

ることはできません。そういった問題を理解した上

で、紙の強さ、印刷の鮮明度、使いやすさなどの

ユーザーニーズに合わせて古紙を利用していけば、

より環境への負荷が低い製造方法で作った紙を皆

様にお渡しすることができます。
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Ｑ4．いままで再生紙という言葉は定義無く使
われていましたが、今後はどうなるのです
か？

再生紙と表示されて販売されている紙製品には、古紙パルプが入っている割合が示されずに

販売されることが多く、購入者にわからない、という指摘があります。

こうした指摘に答えるために、日本製紙連合会に設けられた「古紙配合率問題検討委員会」

及び外部の有識者にも参加いただいた「古紙と環境検証委員会」の数次にわたる議論を経て、

購入者にわかり易い表示にすべきとの観点から、「再生紙（これと類似の用語を含む）と表示し

て販売する場合には、最低限保証される古紙パルプの配合率の具体的数字を付記する」とい

方法を推奨し、購入者にわかりやすくすべき、という結論になりました。

勿論、日本製紙連合会の会員企業は率先してこの表示方法を採用するとともに、紙を加工・

印刷して販売する企業や、紙の素材メーカーからOEM供給を受けて販売している企業が再生

紙と表示して販売することも多いため、こうした企業にも上記の表示方法の使用を呼びかけて

まいります。

なお、準備にしばらく時間がかかりますし、すでに再生紙とだけ表示された製品も多いことか

ら、しばらくの間はこうした再生紙とだけ表示された製品が販売されることをご容赦・ご理解願い

たいと思います。
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Ｑ5．紙の中に含まれている古紙の利用率を製紙
メーカーはどのように保証するのですか？

作られた紙を科学的に分析して、どの程度の古紙パルプが
使われているかを正確に調べることはできません。勿論、紙の
製造現場に行き、計器類を調べれば、その時点でどの程度の
古紙パルプが配合された紙が作られているかはわかりますが、
過去に作られた紙の配合率を調べることはこの方法ではわか
りません。したがって、計器類の保存してあるデータを調べたり、
そのデータをさらに別の角度からチェックするために古紙処理
をする設備の能力・古紙の購入量・生産される紙の量のバラン
スなどを調べて古紙パルプの配合率を多面的に確認すること
が必要になります。どのような所を調べればしっかり確認でき
るのか、という観点から、日本製紙連合会に設けられた「古紙
配合率問題検討委員会」及び外部の有識者にも参加いただい
た「古紙と環境検証委員会」等の数次にわたる議論を経て
チェックリストを作り、製紙メーカー自身はもとよりのこと、製紙
メーカーから紙を購入する企業の人が調べて確認しやすくする
ためにこれを日本製紙連合会のホームページに公表すること
にしました。紙を製紙メーカーから購入する企業の人がこの
チェックリストを参考に自ら検査しても良いですし、既存の品質
管理審査機関などの第三機関に確認作業を依頼することも可
能です。
なお、この方法は、古紙だけでなく、非木材パルプについても

同様の方法で確認することができます。
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Ｑ6．集まってくる古紙に異物混入が増えていると
の話がありますが？

集められた古紙には、雑誌の付録として近年増加しているCD、窓付

き封筒のフィルム、粘着テープ、金銀箔などの紙以外の物、いわゆる

「禁忌品」が混入しています。印刷精度の向上のために除去しにくい

インキの使用なども増えています。古紙を利用するためには、これら

の異物を除去する工程が不可欠です。そして、その設備が年々複雑、

高度になっております。

一方では、わが国の古紙は家庭・事業所から排出されるときの分別、

古紙の集荷場での選別が良くなされていることで、国際的に高い評価

を得ています。

さらにCD、フィルムの異物の混入を防ぐことができれば、より古紙が

利用しやすくなりますので、ご協力お願いいたします。
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Ｑ7．古紙だけで紙を作り続けられるのですか？古
を利用して紙を作る場合の留意点は何ですか？

古紙の種類、また古紙でどのような紙を作るかによっても異な
りますので正確に答えることは難しいのですが、古紙処理過程を
経るごとに通常20～25%程度の繊維等の原料が流れ落ちるた
め、適宜バージンパルプの投入が必要となります。また、古紙を
多く利用しつつ紙に高い水準の白さを求めれば、分離が難しい
インクを除去するために薬品やエネルギーを多く使ったり、長い
時間かき回したりすれば紙繊維が傷み、再利用回数は減少しま
す。
紙には、様々な種類があります。求められる品質も違いますの

で、古紙の利用割合、古紙処理の程度等、調整が必要です。
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Ｑ8．古紙の利用とエネルギー、温暖化ガスとの関
係はどうなっていますか？

①紙を作る場合、木材チップからバージンパルプを作りバージンパルプで紙を生産する方
法と、古紙から異物を取り除いたりインクを除去したりする古紙処理工程を経て古紙パル
プを作り古紙パルプで紙を生産する方法があります。多くのケースでは、その二つのパ
ルプを混ぜて使います。

②木材チップから紙を作る場合、木材繊維を取りだした後の副産物として黒液と呼ばれる
物が出ます。製紙業界では、この利用に早くから取り組み、現在では木材チップから紙を
生産する場合はその黒液のエネルギーでパルプ生産工程の全部のエネルギーと紙の生
産工程の一部のエネルギーを賄っています。残りの生産工程は外部エネルギーに依存
します。
古紙の場合は、古紙処理工程と紙生産工程の全てを外部エネルギーに依存する必要が
あります。黒液は、京都議定書ではCO2の計算上はカウントしなくても良いことになってい
るので、外部エネルギーへの依存度が高い古紙の方が、平均値を用いた計算上では
CO2の排出が多いことになります。なお、製紙工場の生産設備や立地条件には差違 が
あることにも留意する必要があります。
また、製紙会社は、これらの外部エネルギーについても、バイオマスエネルギーや廃棄
物等、非化石エネルギーの使用に努めています。

③なお、パルプの生産工程の方が古紙処理工程よりも多くのエネルギーを使用しますので、
総エネルギー使用量は古紙を使った方が少なくて済みます。
国内の製紙工場は、古紙利用率を高めるだけでなく、製紙工場の省エネ化に取り組むと
ともに、上記のごとく非化石エネルギーの使用に努め、CO2の排出削減に取り組んでい
ます。 11



Ｑ9．紙の使用は森林を減少させることになるので
すか？

①紙は木材から作られますが、世界の森林減少の主要因は森林の農地への転用
によるものです。FAO(国連食料農業機関)によれば、世界で森林面積が減少し
ているのはアフリカ、南米など熱帯地域です。発展途上地域における減少の主
な要因は、森林の農地への転用によるものとされています。また、木材利用の
中心は、薪炭材で53%を占め、次いで、製材の27%に続き、紙パルプ産業がパ
ルプ材として使用する割合は15%です。特に開発途上地域を中心とする燃料と
しての用途が大きなウェイトを占めています。
（FAO 「Yearbook of Forest Products 2005」より）。

②紙の原料となる木材は、再生可能な優れた資源です。このため、収穫したら更
新するといったサイクルを循環させることにより持続可能な森林経営を行うこと
が出来ます。製紙産業は「使う原料は自分で作る」、「森林資源を循環させなが
ら持続的に利用する」といった観点から、原料の安定確保を目的とした植林活
動を世界各国で積極的に展開しています。今では8カ国で34ものプロジェクトが
進行しています。これまでに植林した面積は、国内も合わせると61万haになりま
すが、これを2012年度までに70万haまで拡大していく方針です。

③森林の健全な育成のために間伐された木、曲がったり芯が腐ったりしてしまった
低質材、さらに製材時に出る残材や製材に使えない天然林材（低質材）など、建
築材や木材としては利用価値の低い木や、ゴミとして扱われる切れ端や古材も
製紙産業にとっては価値ある原料です。これらの貴重な森林資源を余すところ
なく利用して、木材の有効活用に努めています。

資料：日本製紙連合会
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Ｑ10．製紙業界ではこれまでどんな環境貢献活動
をしてきたのですか？

日本製紙連合会では、資源環境問題への取り組みを

より積極的に推進するため、地球温暖化対策と循環型

経済社会の構築を主な柱とした「環境に関する自主行

動計画」を1997年に制定しました。その後、数回にわ

たりその目標値を順次強化・改定し、製品トン当たりの

化石エネルギー原単位の削減や、廃棄物の発生抑制

と有効利用を進めるなど、着実に成果を上げるとともに、

さらなる高みに向けて努力しています。

世界中の違法伐採が大きな問題となっています。こ

のため、日本製紙連合会では「違法伐採に対する日本

製紙連合会の行動指針」を策定して、国際的な連携に

取り組みながら、違法に伐採された木材を使用しない

ようにしています。

省エネルギーの推移
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Q11．古紙と環境との関係はどう考えればいいの
ですか？ （まとめ）

14

古紙と環境の関係は、地球温暖化問題と絡めてCO2など一つの側面
からだけで議論することが多くなっていますが、適当ではありません。

①リサイクル社会の構築、ゴミの減量化等の社会･環境面への影響、
②貴重な国内資源としての有効利用、世界中の森林資源の保全
③エネルギー使用量の低減、非化石エネルギーへの転換
等の観点など、多面的に考えるべきであります。

製紙業界は、
①古紙はリサイクルされるべき重要な資源との位置付けで、紙の品質
や使いやすさなどユーザーニーズに応えながら、さらに古紙利用率を
の向上に努めていくこと、

②その一方で、省エネおよびバイオマスや廃棄物エネルギーの有効利
用による化石エネルギー由来CO2削減などの地球環境問題に対処し
ていくこと、
が重要であると考えています。

歴史的に見ても将来を見通しても、古紙の資源としての位置付けはき
わめて重要であり、古紙利用技術の向上等により古紙利用量の増加に
努めてまいります。
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